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「地方分権とは何か、参考レジュメ」 

梶田 晴之（政２） 

用語解説 

「三位一体の改革」 

２００１年、小泉内閣のもとで始められた政策。①地方への財源移動、②国庫補助金の 

削減または廃止、③地方交付税の見直し、を一体化して行い、地方分権を進めていった政

策。平成１６年～１８年の三年間で、３兆円の税源の移譲や４.７兆円の国庫補助金の削減

を達成した。しかし、税源の移譲よりも補助金の削減のほうが進んでいるために、地方の

財政はよりひっ迫している。 

「地方債」 

地方税や地方交付税だけでは財政を賄えなくなったとき、地方自治体が発行する債券のこ

と。要は借金。地方債を発行する際にはその使途に条件があり、交通事業やガス・水道事

業、学校・消防署といった公共施設の建設事業等にのみ、この財源を充てることができる。 

「三割自治」 

地方の歳入のうち、地方税（自主財源）の占める割合が３～４割ほどしかなく、多くの地

方交付税や国庫支出金が支給されていること。地方業務の６～７割は自治ではなく、国の

代行業務を行っているだけという皮肉が込められている。 

「道州制」 

地方分権のモデルケースの一つ。都道府県という現在の区分ではなく、東北・東海といっ

たいくつかのブロックを作り、そのブロックに権限を委譲していこうとするもの。都道府

県よりは大きな区分であるので、地域間格差・政治を行っていく体制、といった地方分権

への懸念を、少しは緩和できるのではないかと言われている。 
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・市区町村による地域に根差した活動 

① 千葉県松戸市の「すぐやる課」現在では全国の市区町村に広まり、東京都世田谷区など

にも設置されている。ハチの巣退治、マンホールの異臭など住民の声を迅速に反映させ

ることができる。 

② 青森県深浦町の「出逢い・めぐり逢い支援条例」未婚者が登録することで、情報の交換

や相談などを受け付けている。 

③ 神奈川県の「受動喫煙防止条例」分煙の技術相談会等を行うことによって、公共の場で

の分煙を促進している。 


